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ＤＮＳ－ＭＦＣの動作概要説明

１．４接点出力

マスターからのＯＵＴ１～２バイトのビット０，ビット１にて、

Ｊ３コネクタの１番ピンに＋１５Ｖ／ハイインピーダンス／－１５Ｖの

いずれかが出力できます。

マスターからのＯＵＴ１～２バイトのビット２，ビット３にて、

Ｊ４コネクタの１番ピンに＋１５Ｖ／ハイインピーダンス／－１５Ｖの

いずれかが出力できます。

それぞれＧＮＤは４番ピン

他機能との依存関係なし。

ビット０，２ ビット１，３ １ピン出力

ＯＦＦ ＯＦＦ ＋１５Ｖ

ＯＮ ＯＦＦ ＨｉＺ

ＯＦＦ ＯＮ －１５Ｖ

ＯＮ ＯＮ Ｈｉｚ

２．２接点入力

外部からの各接点入力がマスターのＩＮ１～２バイトのビット０，ビット１にて

モニターできます。

他機能との依存関係なし。

３．０～５Ｖ／０～１０Ｖアナログフルスケール切換

各ＣＨのアナログ入出力のフルスケールをマスターからのＯＵＴ１～２バイトの

ビット４，ビット５より設定できます。

Ｄ／ＡとＡ／Ｄに連動します。

ビット４＝ＣＨ１

ビット５＝ＣＨ２

ＯＮで１０ＶＦＳ，ＯＦＦで５ＶＦＳ

３．Ｄ／Ａ出力２ＣＨ

マスターからのＯＵＴ３～６にデジタル値（０～４０００）を外部へアナログ

出力（０～ＦＳＶ）できます。

ＦＳ時の電圧は、マスターからのＯＵＴ１～２バイトのビット４，ビット５に

依存します。

４．Ａ／Ｄ入力２ＣＨ

外部からの各アナログ入力（０～ＦＳＶ）がマスターのＩＮ３～６にデジタル値

（０～４０００）としてモニターできます。

ＦＳ時の電圧は、マスターからのＩＮ１～２バイトのビット４，ビット５に

依存します。


